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今  号  の  内  容

令和６年福岡県社会福祉大会を開催しました
ふくふくNEWS 第36回全国健康福祉祭とっとり大会
キラリ☆地域のふくしびと
社会福祉法人の公益的な活動 
赤い羽根共同募金
ふくふくINFO

第36回全国健康福祉祭とっとり大会 
ダンススポーツ交流大会 個人戦 
ワルツ・タンゴで３位入賞
（関連記事４頁）

しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。

スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！

ホームページでも内容を紹介しています
https://www.fukushihoken.co.jp

プラン１１ （賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、サイバー保険、
動産総合保険、費用・利益保険）

プラン22 （普通傷害保険）

❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❷ 個人情報漏えい対応補償　 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額

❶ 入所型施設利用者の傷害事故補償
❷ 通所型施設利用者の傷害事故補償
❸ 施設送迎車搭乗中の傷害事故補償

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

身体賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

❶ 職員の労災上乗せ補償　
使用者賠償責任補償

❷ 役員・職員の傷害事故補償

プラン33
（労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険、雇用慣行賠償責任保険）

プラン44 （役員賠償責任保険）

1事故10万円限度 1事故10万円限度

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

❸ 役員・職員の感染症罹患事故補償
❹ 雇用慣行賠償補償

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

（SJ23-11446より抜粋）

▶年額保険料（掛金）

基
本
補
償（
A
型
）

見
舞
費
用
付
補
償（
B
型
）

定　　員 基本補償（A型）

35,000～61,460円
68,270～97,000円

1,500円

1～50名
51～100名

以降1名～10名増ごと

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●医務室の医療事故補償 ●看護職の賠償責任補償
●オプション３ ●借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償

保険期間１年

令和６年度
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去る10月29日（火）にクローバープラザで、令和６年福岡県社会福祉大会を開催しま
した。本大会では、県内の社会福祉協議会や社会福祉法人・施設、民生委員・児童委員など
社会福祉関係者が一堂に会し、つながり・支え合いのある地域共生社会の実現に向けて
取り組んでいく契機として、記念講演、式典・総会を行いました。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
『
虎
に

翼
』
の
主
人
公
は
、
弁
護
士
試
験
に

合
格
し
た
あ
と
の
祝
賀
会
で
「
生
い

立
ち
や
信
念
や
格
好
で
切
り
捨
て
ら

れ
た
り
し
な
い
、
男
性
か
女
性
か
で

ふ
る
い
に
か
け
ら
れ
な
い
社
会
に
な

る
こ
と
を
、
私
は
心
か
ら
願
い
ま

す
・
・
・
い
や
、
み
ん
な
で
し
ま
せ

ん
か
？
し
ま
し
ょ
う
よ
！
」
と
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
生
活
の
課
題
や
悩

み
を
抱
え
て
い
る
方
の
支
援
や
援
助

を
行
う
上
で
、
私
た
ち
は
こ
の
主
人

公
の
よ
う
に
、
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と
連

帯
し
行
動
し
て
い
く
た
め
に
、「
み

ん
な
で
し
ま
せ
ん
か
？
し
ま
し
ょ
う

よ
！
」
と
、
お
互
い
に
呼
び
か
け
て

い
く
営
み
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
昨
今
の
支
援
の
現
場
で

は
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
も
な
く

社
会
的
に
孤
立
し
た
状
態
に
あ
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
拒
ん
だ
り
、

支
援
者
の
関
わ
り
を
拒
否
す
る

人
々
と
出
会
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
方
た
ち
は
「
支
援
者
の
顔
は

笑
っ
て
い
て
も
、
目
は
笑
っ
て
い

な
い
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
一
方
、支
援
者
か
ら
す
る
と
、

当
事
者
に
関
わ
り
や
支
援
を
拒
否

さ
れ
る
こ
と
は
「
自
ら
の
支
援
が

受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
い
」「
自
ら

の
言
葉
が
届
か
な
い
」
な
ど
の
感

情
に
繋
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
当
事
者
は
色
々
な
形
で

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
信
し
て
い
る
の
で
、「
な

ぜ
支
援
を
拒
否
す
る
に
至
っ
た
か
」

を
考
え
、
支
援
の
プ
ロ
セ
ス
に
お

け
る
「
言
葉
と
は
何
か
」「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か
」「
本
人

理
解
と
は
何
か
」、
そ
し
て
「
支
援

と
は
何
か
」
を
問
い
直
し
続
け
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
当
事
者
と
の
信
頼
関

係
を
築
く
た
め
に
は
、
発
せ
ら
れ

た
言
葉
に
応
じ
て
支
援
の
あ
り
方

を
考
え
、
お
互
い
に
語
り
合
う
中

で
安
心
感
を
与
え
、「
一
緒
に
い
た

い
」「
た
く
さ
ん
話
し
た
い
」
と
思

わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

私
た
ち
が
暮
ら
す
社
会
は
依
然

と
し
て
、
格
差
や
貧
困
、
差
別
や

分
断
、
排
除
の
問
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
先
の
見
通
し
が

得
ら
れ
な
い
、
言
い
知
れ
ぬ
不
安

感
が
漂
う
中
で
、
例
え
ば
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

上
の
過
度
な
誹
謗
中
傷
や
、
理
解

で
き
な
い
よ
う
な
犯
罪
の
発
生
な

ど
、
人
々
が
ゆ
と
り
や
寛
容
さ
、

他
者
へ
の
想
像
力
を
失
い
、
殺
伐

と
し
た
社
会
の
雰
囲
気
を
強
く
感

じ
ま
す
。 

そ
う
し
た
中
、
地
域
で
行
わ
れ

て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
あ
る

こ
と
、
そ
の
活
動
に
携
わ
る
皆
さ

ん
の
「
元
気
」
と
「
笑
顔
」
こ
そ
が
、

何
よ
り
の
支
援
で
あ
り
、
地
域
づ

く
り
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
地
域

が
そ
こ
で
暮
ら
す
だ
れ
に
と
っ
て

も
「
居
場
所
」
と
な
り
、
今
を
生

き
る
人
々
の
、
地
域
の
、
そ
し
て
社

会
の
希
望
だ
と
思
い
ま
す
。
共
に

生
き
る
社
会
と
は
、
ひ
と
り
で
頑

張
ら
な
く
て
い
い
社
会
で
す
。
一

人
を
大
切
に
し
て
、
一
人
に
し
な

い
地
域
づ
く
り
で
、
誰
も
が
生
き

る
こ
と
を
諦
め
な
く
て
い
い
地
域

共
生
社
会
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

現
在
、
我
が
国
は
、
少
子
高
齢
化
・
人
口

減
少
が
急
速
に
進
行
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、

コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
等
の
影
響
を
受
け
た

地
域
社
会
・
経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
福

祉
ニ
ー
ズ
は
複
雑
・
深
刻
化
し
、
社
会
福
祉

を
含
む
持
続
可
能
な
社
会
保
障
の
構
築
、
施

策
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
社
会
保
障
を
担
う
福
祉
現
場
の
人
材

不
足
は
一
層
深
刻
さ
を
増
し
て
お
り
、
多
様

な
福
祉
人
材
の
確
保
・
定
着
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。 

そ
の
解
決
に
向
け
、
処
遇
改
善
や
社
会
・

経
済
情
勢
、物
価
高
騰
に
応
じ
た
財
源
確
保
、

さ
ま
ざ
ま
な
働
き
方
に
対
応
し
た
労
働
環
境

の
整
備
を
行
い
、
福
祉
の
仕
事
の
意
義
や
魅

力
を
広
く
発
信
し
、
多
様
な
人
材
の
発
掘
・

養
成
及
び
離
職
し
た
福
祉
人
材
の
再
就
職
支

援
等
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。 

国
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
社
会
福
祉
法

人
・
福
祉
施
設
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
等

が
持
て
る
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
地
域
に

お
け
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
、複
雑
・

複
合
化
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
連
携
・

協
働
し
て
支
援
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る

が
、
そ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
の
取
組
を
促

進
す
る
た
め
の
十
分
な
財
源
措
置
が
な
さ
れ

て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
物
価
高
騰
、
増
加

す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
な
ど
に
、今
後
、

更
な
る
財
源
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
地

域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
社
会
福
祉
関

係
者
の
意
見
を
十
分
に
取
り
入
れ
る
と
と
も

に
、
国
と
地
方
に
お
け
る
責
任
・
財
源
の
明

確
化
を
基
本
と
し
た
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め

て
い
た
だ
く
よ
う
、
県
内
社
会
福
祉
関
係
者

の
総
意
を
も
っ
て
強
く
要
望
す
る
。

孤
独
・
孤
立
問
題
の
現
状
と
「
伴
走
型
支
援
」 

　
　
　
～
誰
も
が
「
生
き
る
こ
と
」
を
諦
め
な
く
て
い
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地
域
共
生
社
会
の
実
現
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け
て
～

同
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福
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氏

Award ceremony

記念講演（要旨） 

福祉関係者が一堂に会する

式典・総会を開催

本
大
会
に
は
、
県
内
各
地
か
ら
福

祉
施
設
・
事
業
所
や
民
生
委
員
・
児

童
委
員
な
ど
の
福
祉
関
係
者
約
７
９

０
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
会

長
で
あ
る
本
会 

酒
見 

俊
夫
会
長
は
、

開
会
に
あ
た
り
「
近
年
、
地
域
社
会

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、

社
会
福
祉
の
枠
組
み
で
は
対
応
し
き

れ
な
い
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
お

り
、
大
規
模
災
害
の
被
災
地
復
旧
支

援
に
お
い
て
も
、
県
域
を
越
え
た
支

援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

本
大
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
を

踏
ま
え
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
に
向
け
、
私
た
ち
社

会
福
祉
関
係
者
の
役
割
を
改
め
て
確

認
す
る
契
機
と
し
た
い
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
大
会
の
名
誉
会
長 

服
部

福
岡
県
知
事
か
ら
「
地
域
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
た
取
組
の
要
で
あ
る

社
会
福
祉
関
係
者
の
皆
様
と
手
を
携

え
て
、
誰
も
が
輝
け
る
福
岡
県
と
な

る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
」
と
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

本
大
会
総
会
で
は
、
県
内
社
会
福

祉
関
係
者
の
総
意
を
も
っ
て
、「
大
会

宣
言
」・「
実
践
申
合
せ
事
項
」・「
特

別
ア
ピ
ー
ル
」を
採
択
し
ま
し
た
。「
特

別
ア
ピ
ー
ル
」
に
つ
い
て
は
、
地
域

福
祉
を
担
う
関
係
者
の
切
実
な
総
意

と
し
て
、
厚
生
労
働
省
、
福
岡
県
、

県
内
市
町
村
に
対
し
要
望
し
ま
し
た
。

（「
大
会
宣
言
」・「
実
践
申
合
せ
事
項
」

は
３
頁
に
掲
載
）

福
岡
県
社
会
福
祉
大
会
で
は
、
社
会

福
祉
功
労
者
に
対
す
る
表
彰
式
を
行
い

ま
し
た
。 

表
彰
式
で
は
、
福
岡
県
知
事
、
福
岡

県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
、
福
岡
県
共

同
募
金
会
会
長
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
表
彰

状
・
感
謝
状
の
授
与
と
併
せ
て
赤
い
羽

根
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
最
優
秀
賞
の

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。 

受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
ま
す
ま
す
の

御
活
躍
・
御
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

永
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の

推
進
に
貢
献
さ
れ
た
６
３
７
名
、

１
２
４
施
設
・
団
体
に
表
彰

い
た
し
ま
し
た

県 内 社 会 福 祉 関 係 者 の 総 意 を も っ て
「 大 会 宣 言 」「 実 践 申 合 せ 事 項 」「 特 別 ア ピ ー ル 」 を 採 択

県 内 社 会 福 祉 関 係 者 の 総 意 を も っ て
「 大 会 宣 言 」「 実 践 申 合 せ 事 項 」「 特 別 ア ピ ー ル 」 を 採 択

酒見会長から民生委員・児童委員特別功労者への表彰状授与

服部福岡県知事挨拶

福岡県社会福祉大会を開催しました
令和６年

特別アピール
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地
域
の
多
様
な
主
体
が

参
画
し
、
制
度
・
分
野
・

世
代
を
超
え
て
つ
な
が
る

関
係
性
と
、
住
民
主
体
に

よ
る
課
題
解
決
力
の
強
化

並
び
に
包
括
的
な
相
談
支

援
体
制
づ
く
り
を
、
地
域

住
民
と
の
連
携
に
よ
り
実

践
し
、
共
に
支
え
合
う
地

域
共
生
社
会
の
実
現
に
努

め
よ
う
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
や
物

価
高
騰
等
に
よ
る
県
民
の

経
済
的
困
窮
や
社
会
的
孤

立
等
の
課
題
解
決
・
改
善

に
向
け
、
関
係
機
関
・
団

体
の
幅
広
い
連
携
に
よ
る

生
活
困
窮
者
支
援
に
努
め

よ
う
。

多
様
な
福
祉
人
材
の
確

保
・
定
着
に
向
け
た
取
組

の
充
実
・
強
化
、
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
の
変
化
に
も
柔

軟
に
対
応
す
る
働
き
方
の

推
進
を
は
じ
め
、
経
済
情

勢
に
応
じ
た
処
遇
改
善
や

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
支
援
、

福
祉
専
門
職
と
し
て
の
社

会
的
評
価
の
向
上
に
取
り

組
む
な
ど
、
働
き
や
す
く

魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
に

努
め
よ
う
。

相
次
ぐ
大
規
模
な
自
然

災
害
に
備
え
、
日
頃
か
ら

地
域
住
民
、
関
係
機
関
・

団
体
と
協
働
し
、
地
域
の

防
災
力
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
が
安
心
し
て
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

に
基
づ
く
体
制
強
化
に
努

め
よ
う
。 

併
せ
て
、
被
災
時
に
お

け
る
地
域
の
避
難
拠
点
と

し
て
の
機
能
強
化
及
び
施

設
間
相
互
の
連
携
の
充
実

に
努
め
よ
う
。

社
会
福
祉
法
人
は
、
極

め
て
公
益
性
の
高
い
非
営

利
法
人
と
し
て
創
設
さ
れ

た
経
緯
に
鑑
み
、
そ
の
責

務
と
し
て
、
様
々
な
地
域

生
活
課
題
や
福
祉
ニ
ー
ズ
・

被
災
地
の
復
旧
、
復
興
に

対
し
、
自
ら
の
公
益
性
を

自
覚
の
上
、
積
極
的
に
役

割
を
果
た
し
て
い
け
る
よ

う
努
め
よ
う
。

 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
と
適
切
な
サ
ー
ビ
ス

利
用
を
支
援
す
る
た
め
、

総
合
的
な
権
利
擁
護
体
制

の
推
進
に
努
め
よ
う
。 

民
間
の
社
会
福
祉
活
動

を
財
源
面
か
ら
支
援
す
る

共
同
募
金
運
動
の
強
化
に

取
り
組
み
、
さ
ら
な
る
推

進
・
拡
大
に
努
め
よ
う
。

我
が
国
は
、
少
子
高
齢
化
・

人
口
減
少
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
の
希
薄
化
、
地
域
に
お
け

る
支
え
合
い
の
仕
組
み
の
脆

弱
化
、
経
済
的
困
窮
や
社
会
的

孤
立
等
の
課
題
に
直
面
し
て
い

ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
国

に
お
い
て
は
、
人
々
が
様
々
な

生
活
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
住

み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し

く
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
地

域
住
民
や
地
域
の
多
様
な
主
体

が
参
画
し
、
一
人
ひ
と
り
の
暮

ら
し
と
生
き
が
い
、
地
域
を
と

も
に
創
っ
て
い
く
地
域
共
生
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
様
々
な

取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

一
方
で
、
こ
れ
ら
の
取
組
に

お
い
て
多
機
関
連
携
・
協
働
を

担
う
社
会
福
祉
協
議
会
、
社
会

福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
等
、
福
祉
分

野
の
人
材
不
足
は
深
刻
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
処
遇
改
善
の
取
組

や
社
会
・
経
済
情
勢
、
物
価
高

騰
に
も
対
応
し
た
財
源
確
保
な

ど
、
多
様
な
福
祉
人
材
の
確
保
、

養
成
、
定
着
の
た
め
の
対
策
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
突
発
的
な
大
規
模
自

然
災
害
が
全
国
各
地
で
毎
年
起

き
て
お
り
、
被
災
地
の
復
旧
支

援
に
は
、
社
会
福
祉
関
係
者
が

担
う
役
割
が
増
え
る
と
と
も
に
、

県
域
を
越
え
た
支
援
も
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
被
災
地

の
復
旧
・
復
興
支
援
に
は
、
日

頃
か
ら
の
備
え
と
多
様
な
主
体

と
の
連
携
が
ま
す
ま
す
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
と
も

に
地
域
を
支
え
る
社
会
福
祉
関

係
者
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
培
っ
た

経
験
と
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
活

か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
質

の
高
い
専
門
性
を
発
揮
し
て
地

域
福
祉
の
推
進
役
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

本
大
会
に
お
い
て
、
私
た
ち

社
会
福
祉
関
係
者
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
多
職
種
、
多
機
関
・

団
体
と
の
連
携
強
化
に
努
め
、

国
・
県
・
市
町
村
と
協
働
し
て
、

す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
福
岡
県
づ
く

り
に
一
致
団
結
し
て
取
り
組
む

こ
と
を
誓
い
、
こ
こ
に
宣
言
し

ま
す
。

「第36回全国健康福祉祭とっとり大会 開催 
将棋・ダンススポーツ交流会で優秀な成績に輝きました！」 

全
国
健
康
福
祉
祭
（
以
下
、

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
と
い

う
。）
が
10
月
19
日
（
土
）
か
ら

22
日
（
火
）
ま
で
の
４
日
間
、

鳥
取
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
交
流

大
会
で
は
鳥
取
県
内
19
市
町

で
29
種
目
の
競
技
が
行
わ

れ
、
日
頃
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
を
通
じ
て
生
き
が
い
づ

く
り
、
健
康
づ
く
り
を
実
践

し
て
い
る
60
歳
以
上
の
全
国

の
元
気
な
高
齢
者
約
９
，
５

０
０
名
が
各
地
で
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。 

福
岡
県
か
ら
は
、
選
手
・
本

部
役
員
を
合
わ
せ
て
18
種
目

に
１
１
７
名
が
派
遣
さ
れ
ま

し
た
。 

福
岡
県
選
手
団
は
、
将
棋

個
人
戦
並
び
に
ダ
ン
ス
ス

ポ
ー
ツ
（
ワ
ル
ツ
と
タ
ン
ゴ
）

の
３
位
を
は
じ
め
多
く
の
種

目
で
優
秀
賞
に
輝
き
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発

揮
し
、
元
気
な
福
岡
県
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

選
手
団
か
ら
は
「
競
技
を

長
く
続
け
て
き
た
か
ら
こ
そ

今
が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
多
く
の
友
人
や
素
敵
な

チ
ー
ム
に
も
巡
り
会
え
ま
し

た
」「
最
高
の
仲
間
と
一
緒
に

戦
え
た
こ
の
大
会
が
大
切
な

思
い
出
に
な
り
ま
し
た
、
参

加
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
大

会
を
通
し
て
選
手
同
士
の
交

流
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
、

地
域
貢
献
活
動
な
ど
の
楽
し

さ
や
生
き
が
い
を
実
感
し
、

「
生
涯
現
役
社
会
」「
健
康
長

寿
社
会
」
を
築
く
礎
と
し
て
、

ま
た
、
生
涯
を
通
じ
て
の
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
む
き
っ

か
け
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

ねんりんピック
はばたけ鳥取2024
福岡県選手団

将棋　

ダンススポーツ

ソフトテニス

ソフトバレー

ペタンク

バウンスボール

ゴルフ（70歳以上）

ウォークラリー

若山　征洋　氏

堤　憲治郎・薫ペア

あまおう福岡

おおき

宇野垂水

福岡県総合型地域
スポーツクラブ しいコミ

村上　義春

福岡県ウォークラリー
大会選手

王秋グループ  ３位

ワルツ、タンゴ ３位

優秀賞

優秀賞

優秀賞

優秀賞

優秀賞

優秀賞

種目 チーム・個人  表彰内容

福岡県選手団の主な成績

共
に
支
え
合
う

地
域
共
生
社
会
の
実
現

1
生
活
困
窮
者
支
援
の

た
め
の
取
組
の
強
化

2
福
祉
人
材
の
確
保
・
養
成
・

定
着
の
た
め
の
取
組
の
強
化

3

大
規
模
災
害
に
備
え
た

取
組
の
強
化

4

社
会
福
祉
法
人
の

地
域
に
お
け
る

公
益
的
な
取
組
の
強
化

5
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
と
利
用
者
支
援
に

向
け
た
取
組
の
強
化

6
共
同
募
金
運
動
の

取
組
の
強
化

7

将棋交流大会 個人３位に入賞将棋交流大会 個人３位に入賞
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体
育
大
学
を
卒
業
後
、中
学・高
等
学
校
で
体

育
を
教
え
て
い
ま
し
た
が
、将
来
に
つ
い
て
考
え

る
中
で
、旧
方
城
町
社
会
福
祉
協
議
会（
現
在
の

福
智
町
社
会
福
祉
協
議
会
）の
求
人
を
見
か
け
、

応
募
し
た
の
が
、福
祉
と
関
わ
る
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。知
識
や
経
験
も
な
く
飛
び
込
ん
だ

福
祉
の
世
界
で
し
た
が
、人
と
関
わ
る
仕
事
が
好

き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、地
元
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
が
あ
れ
ば
と
思
い
職
員
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
、日
常

生
活
自
立
支
援
事
業
、ラ
イ
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
、

生
活
困
窮
者
支
援
に
関
す
る
事
業
な
ど
を
担
当

し
て
い
ま
す
。本
町
で
は
、不
登
校
児
の
増
加
が
、

大
き
な
課
題
の一つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

不
登
校
解
消
に
向
け
た
支
援
は
も
と
よ
り
、当
事

者
と
直
に
接
す
る
こ
と
自
体
が
難
し
い
問
題
で
も

あ
り
ま
す
。 

そ
こ
で
、社
協
と
つ
な
が
る
た
め
の
き
っ
か
け

づ
く
り
と
し
て
、「
地
域
食
堂
」を
企
画
し
ま
し
た
。

食
堂
に
は
、毎
回
子
ど
も
や
地
域
の
方
40
〜
50
名

の
参
加
が
あ
り
、回
を
重
ね
る
ご
と
に
協
力
者
も

増
え
て
い
ま
す
。こ
こ
で
の
出
会
い
を
生
か
し
た

支
援
を
検
討
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、後
輩
職
員
が
、地
域
の
課
題
解
決
に
向

け
た
取
組
を
企
画
し
、地
域
住
民
と一緒
に
実
現

さ
せ
、仕
事
の
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
姿
を

見
る
こ
と
は
、私
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。 

入
職
当
時
の
局
長
が
、積
極
的
に
福
祉
教
育
や

見
守
り
活
動
の
促
進
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
を
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
姿
を
見
な
が
ら
、

私
も一緒
に
な
っ
て
取
り
組
み
、支
え
て
い
た
だ
い

た
よ
う
に
、私
も
後
輩
職
員
の
支
え
に
な
れ
る

よ
う
な
存
在
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

相
談
者
本
人
の
気
持
ち
に
向
き
合
い
、私
た
ち

が
で
き
る
こ
と
を
真
摯
に
伝
え
る
よ
う
意
識
し
て

い
ま
す
。 

ま
た
、社
会
的
に
孤
立
す
る
人
も
増
え
て
お
り
、

当
事
者
だ
け
で
な
く
支
援
者
も
孤
立
し
て
い
る

場
合
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。地
域
の
中
に
社

会
資
源
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、当
事
者
も
支

援
者
も
知
ら
な
い
、あ
る
い
は
繋
が
り
が
出
来
て

い
な
い
と
い
う
課
題
も
あ
り
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、

当
事
者
も
支
援
者
も『
誰
か
』と
つ
な
が
り
孤
立

し
な
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

私
自
身
が
、幼
い
頃
、家
庭
の
事
情
で
や
り
た
い

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
経
験
か
ら
、

町
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、自
分
の
将
来
の
夢
が
持

ち
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
支
援
が
で
き
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、福
祉
教
育
な
ど
を
通
じ
て
、自

ら
社
会
課
題
を
見
つ
け
、自
分
た
ち
に
何
が
で
き

る
か
を
考
え
、実
行
で
き
る
よ
う
に
成
長
を
促
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、福
智
町
ら
し
い
地
域

づ
く
り
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
進
め
て

い
き
た
い
で
す
。

なかむら   じゅんご
中村　順吾 さん

『つながる』をきっかけに 
町らしい地域づくりを進めていきたい

このコーナーでは、福岡県内でふくしの仕事に携わる人の
声を紹介していきます。今回は、「ふくおかライフレスキュー
事業(※)」参加法人の職員にインタビューを行います。

Vol.22

シリーズ
ふ
く
し
の
仕
事
を

始
め
た
き
っ
か
け
は
？

現
在
の
担
当
業
務
と

仕
事
へ
の
思
い
は
？

仕
事
の
や
り
が
い
や
、 

大
事
に
し
て
い
る
こ
と
は
？ 

め
ざ
す
「
ふ
く
し
び
と
」

と
は
？ 

※ふくおかライフレスキュー事業では、福岡県社会福祉法人経営者協議会を中心に、複数法人の
連携によって生計困難者等に対する相談支援事業を行っています。

事業所名：社会福祉法人
　　　　　福智町社会福祉協議会

役　　職：地域福祉課 課長

社会福祉法人の公益的な取組

一般社団法人 福智町社会福祉連携協議会の取組

今
号
で
は
、福
智
町
内
す
べ
て
の
社
会

福
祉
法
人
が
連
携
し
、公
益
的
な
活
動
を

行
っ
て
い
る『
一
般
社
団
法
人 

福
智
町
社

会
福
祉
連
携
協
議
会（
以
下
、「
連
携
協
議

会
」』の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

平
成
28
年
改
正
社
会
福
祉
法
に
お
い

て
、『
社
会
福
祉
法
人
の
地
域
に
お
け
る

公
益
的
な
取
組
』の
実
施
に
関
す
る
責
務

規
定
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
が
、福
智
町
内

の
各
社
会
福
祉
法
人
は
、マ
ン
パ
ワ
ー
や

財
源
、公
益
的
な
取
組
の
方
法
な
ど
が
課

題
と
な
り
、単
独
の
法
人
で
、ど
の
よ
う
に

取
り
組
め
ば
よ
い
か
悩
ん
で
い
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、い
く
つ
か
の
法
人
の
後
押
し
を

受
け
て
、福
智
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
、複

数
法
人
が
連
携
す
る
こ
と
で
、そ
れ
ら
の

課
題
が
解
消
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
、町
内
の
各
法
人
に「
連
携
・
協
働
し
て

公
益
的
な
活
動
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
」

と
趣
意
書
を
も
っ
て
呼
び
掛
け
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、同
年
、21
法
人
が
参
画
し
、

連
携
協
議
会
の
前
身
で
あ
る「
福
智
町
社

会
福
祉
法
人
地
域
公
益
活
動
連
携
協
議

会
」が
発
足
し
ま
し
た
。  

ま
ず
は
、ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
べ

き
か
を
整
理
す
る
た
め
、町
の
委
員
会
や

関
係
機
関
と
の
協
議
か
ら
始
め
、現
在
で

は「
７
つ
の
公
益
的
な
取
組
」と
、事
務
の

共
同
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

当
初
は
21
法
人
で
開
始
し
ま
し
た
が
、

現
在
は
25
法
人
ま
で
増
え
る
と
と
も
に
、

令
和
３
年
に
は
、町
内
の
社
会
福
祉
法
人

以
外
の
社
会
福
祉
事
業
を
行
う
法
人
と
の

連
携
・
協
働
を
図
る
た
め
、一
般
社
団
法
人

と
な
り
ま
し
た
。 

連
携
協
議
会
が
行
っ
て
い
る
公
益
的
な

取
組
は
様
々
で
、不
登
校
や
ひ
と
り
親
家

庭
の
子
ど
も
に
対
す
る
学
習
機
会
の
提
供

や
、社
会
的
に
孤
立
さ
れ
て
い
る
方
や
ひ

き
こ
も
り
の
方
な
ど
地
域
住
民
の
交
流
を

促
進
す
る
た
め
、各
施
設
・
事
業
所
の
行
事

を
交
流
の
場
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、地
域
の
身
近
な
相
談
窓
口
と
し

て
、会
員
法
人
の
施
設
・
事
業
所
に
一
時
相

談
窓
口
を
設
置
し
た
り
、各
施
設
の
機
能

を
活
か
し
、災
害
時
に
生
活
避
難
所
と
し

て
活
用
す
る
計
画
を
町
と
協
定
を
結
ぶ
な

ど
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

特
に
、法
人
化
し
た
後
に
会
員
法
人
向

け
に
開
始
し
た
法
人
後
見
事
業
で
は
、会

員
法
人
の
施
設
・
事
業
所
の
利
用
者
の
暮

ら
し
を
支
え
、権
利
を
守
る
た
め
に
必
要

と
な
る
後
見
制
度
の
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、後
見
実
務
者
が
交
代
し
て
も
長
期

に
わ
た
っ
て
一
貫
し
た
支
援
が
で
き
る
法

人
後
見
の
強
み
を
生
か
し
た
体
制
づ
く
り

を
行
い
、18
名
の
法
人
支
援
員
が
登
録
し
、

現
在
４
名
の
被
後
見
人
等
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

連
携
協
議
会
で
は
、公
益
的
な
取
組
の

他
、
事
務
の
共
同
化
・
効
率
化
を
図
り
、

消
耗
品
の
共
同
購
入
や
書
類
の
合
同
処

分
、合
同
で
の
求
人
情
報
の
掲
載
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、共
通
す
る
テ
ー
マ

で
職
員
研
修
を
開
催
し
、
他
施
設
職
員

と
の
交
流
の
場
と
し
て
も
効
果
が
表
れ
て

い
ま
す
。 

今
後
は
、連
携
協
議
会
会
員
法
人
の
職

員
の
専
門
的
な
知
識
や
特
技
な
ど
を
生
か

し
、地
域
出
前
講
座
の
開
催
を
行
い
、地
域

の
方
た
ち
と
施
設
・
事
業
所
の
交
流
を

図
る
場
を
つ
く
る
こ
と
な
ど
を
計
画
し
て

い
ま
す
。 

連
携
協
議
会
の
取
組
は
、町
内
の
社
会

福
祉
事
業
を
行
う
法
人
が
力
を
合
わ
せ

て
、複
雑
化
・
多
様
化
し
て
い
る
地
域
の
福

祉
課
題
の
解
決
、そ
し
て
地
域
住
民
の
福

祉
の
向
上
と
安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
に

繋
が
っ
て
い
ま
す
。

会員法人の車にステッカーを貼り、
送迎等に合わせて地域のパトロール
を行っています
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令和６年
福岡県共同募金会
会長表彰

共
同
募
金
運
動
の
一
環
で
あ
る「
歳

末
た
す
け
あ
い
運
動
」に
は
、市
区
町

村
の
区
域
ご
と
に
行
う「
地
域
歳
末

た
す
け
あ
い
」と
県
域
で
行
う「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
歳
末
た
す
け
あ
い（
県
域
）」の
２
種

類
が
あ
り
ま
す
。 

「
地
域
歳
末
た
す
け
あ
い
」は
、毎

年
、12
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
の
１
カ

月
間
、「
つ
な
が
り 

さ
さ
え
あ
う 

み
ん

な
の
地
域
づ
く
り
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

本
県
を
は
じ
め
全
国
各
地
で
取
り
組

ま
れ
て
お
り
、新
た
な
年
を
迎
え
る

時
期
に
支
援
を
必
要
と
す
る
人
た
ち

が
孤
立
す
る
こ
と
な
く
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、地
域
住

民
の
方
々
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
関
係
団
体

等
が
今
年
度
実
施
す
る
様
々
な
福
祉

活
動
を
資
金
面
で
支
援
す
る
も
の
で

す
。そ
の
他
、地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
な
ど
に
も
使
わ
れ
ま
す
。 

ま
た
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す
け
あ
い
」

は
、減
収
や
失
業
に
よ
り
生
活
に
困
窮

し
て
い
る
人
々
や
社
会
と
の
つ
な
が

り
が
希
薄
に
な
り
、社
会
的
に
孤
立
・

孤
独
の
状
況
に
あ
る
人
々
な
ど
、課
題

を
抱
え
る
高
齢
者
、障
が
い
者
、子
ど

も
た
ち
を
支
え
る
活
動
に
役
立
て
ら

れ
て
お
り
、全
国
各
地
の
共
同
募
金

令
和
６
年
10
月
29
日
、春
日
市
の

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
で
福
岡
県
社
会

福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、長
年
に
わ
た
り
、共
同
募

金
運
動
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
及
び

団
体
等
が
表
彰
さ
れ
、今
年
度
は
、

個
人
20
名
、８
団
体
、優
秀
地
区
と

し
て
34
の
市
区
町
村
支
会
が
選
ば
れ

ま
し
た
。 

表
彰
式
で
は
、福
岡
県
共
同
募
金

会
会
長
表
彰
受
賞
者
を
代
表
し
て
、

大
野
城
市
緑
化
推
進
協
議
会
に
、優

秀
地
区
表
彰
者
を
代
表
し
て
、福
岡

県
共
同
募
金
会 

み
や
ま
市
支
会
に

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
い
た
だ
き
、本
会 

貫 

正
義
会
長
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。 

ま
た
、本
年
度
の
赤
い
羽
根
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
募
集
に
は
、 

45
の
小
・

中
・
高
・
特
別
支
援
学
校
か
ら
、５

０
０
１
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
、作
品

の
中
か
ら『
た
す
け
あ
う 

や
さ
し
い

ハ
ー
ト 

ま
ち
じ
ゅ
う
に
』が
最
優
秀

作
に
選
ば
れ
ま
し
た
。ま
た
、優
秀
作

12
点
が
選
ば
れ
、最
優
秀
作
に
選
ば

れ
た
福
岡
市
立
当
仁
中
学
校
２
年 

辻 

結
夢
さ
ん
に
代
表
し
て
受
賞
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
、お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

中
央
共
同
募
金
会
で
は
、 

10
月
か
ら
、

オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
寄
付
の
支
払
い
方
法

と
し
て
、Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
株
式
会
社
が
提

供
す
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス

「
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
」を
導
入
し
ま
し
た
。ま

た
、「
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
」に
よ
る「
匿
名
寄

付
」も
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ぜ
ひ
ご
寄
付
を
通
じ
て
、さ
ま
ざ
ま
な

社
会
課
題
の
解
決
を
支
援
す
る
た
め
に

「
赤
い
羽
根
」へ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

 
※

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
残
高（
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
マ
ネ
ー
）

の
み
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ

マ
ネ
ー
ラ
イ
ト
、「
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
ポ
イ
ン

ト
」、Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
ご
利
用

で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、寄
付
金
額
に
対
し
て

の「
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
ポ
イ
ン
ト
」の
付
与
お
よ

び
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
ス
テ
ッ
プ
は
対
象
外
と
な

り
ま
す
。 

※

匿
名
寄
付
の
場
合
は
、領
収
書
の
発
行
が
で

き
ま
せ
ん
。

会
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
等
が
共
催
で
実
施
し
て

い
ま
す
。本
県
で
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

募
金
は
、「
県
内
の
児
童
福
祉
施
設
の

中
・
高
等
学
校
卒
業
者
へ
の
進
学
・
就

職
準
備
金
」や
、在
宅
で
介
護
を
行
っ

て
い
る
方
々
を
支
援
す
る「
在
宅
介
護

者
の
会
の
支
援
」な
ど
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

本
年
度
、福
岡
県
共
同
募
金
会
で

は
、住
民
同
士
の
交
流
や
助
け
合
い
の

活
動
を
通
じ
た
地
域
の
つ
な
が
り
づ

く
り
の
重
要
性
を
改
め
て
住
民
に
発

信
す
る
と
と
も
に
、長
引
い
た
感
染
拡

大
の
影
響
や
物
価
高
騰
等
に
よ
る
生

活
困
窮
や
社
会
的
孤
立
・
孤
独
な
ど
の

課
題
、そ
し
て
新
た
に
顕
在
化
し
て
い

る
生
活
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

皆
様
の
温
か
い
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

福岡県共同募金会では、共同募金の使いみちや
共同募金運動について等をInstagramで配信
しています。ぜひご覧ください。

PayPayでご寄付いただけます
※匿名寄付も可能です

つながり　ささえあう　みんなの地域づくり

歳末たすけあい運動推進中

歳末たすけあい活動の様子

【問い合わせ先】
福岡県共同募金会　☎ ０９２－５８４－３３８８
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◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
岡
放
送
局 

　※

土
日
は
募
金
箱
の
設
置
の
み 

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
北
九
州
放
送
局 

　※

土
日
は
休
館 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
募
金
受
付
窓
口

赤い羽根キャッチフレーズ 

優秀作・特別賞を発表

受
付
期
間
は
12
月
１
日
か
ら
12
月
25
日 

受
付
時
間
は
９
時
30
分
〜
17
時

貫会長から福岡県共同募金会会長表彰者代表 大野城市緑化推進協議会
会長 蒲浦 徹さんへ表彰状授与

優秀地区表彰者代表 福岡県共同募金会
みやま市支会 会長 金子 志郎さん

赤い羽根キャッチフレーズ最優秀作受賞
辻　結夢さん

赤い羽根共同募金で
「　　　　」が
利用可能になりました



2025年度版社会福祉手帳、民生委員・児童委員手帳の販売を開始しました 

〒816-0804　春日市原町３-１-７ クローバープラザ西棟６階
TEL：092（584）3377 / FAX：092(584)3369
Mail：info@fuku-shakyo.jp

総務企画部　総務課

（税込、送料別）900円

１月
始まり

縦長
サイズ

週間

HP掲載の申込用紙に記入のう
え、郵送またはFAX、メールで
下記あてお申し込みください。
後日、現品納入の際に請求書・
振込用紙を同封いたします。
（メールで申し込む場合はタイトル

に「手帳発注」と記載し、申込書を

添付下さい） 

寄付・寄贈

福岡トヨペット株式会社様 
からの寄贈
今年度も、福岡トヨペット株式会社
様から福岡県内の社会福祉施設に車
いす２３台を寄贈いただきました。 
この取組は、平成１９年１１月３０日
に同社が創業以来新車累計販売台数
６０万台を達成されたことを記念して
始められたもので、社会貢献活動の
一環として、毎年多数の車いすを寄
贈いただいています。 
 誠にありがとうございました。

株式会社ツルハホール
ディングス様からの寄贈
株式会社ツルハホールディングス
様から福岡県内の社会福祉施設に車
いす１５台を寄贈いただきました。 
この取組は、店舗を展開している地
域への貢献を願い平成１２年より始
められたもので、その趣旨に賛同いた
だいたクラシエ（株）様と共同で全国
の店舗で行ったキャンペーンの売上
の一部で購入されています。 
誠にありがとうございました。

公益社団法人福岡県医薬品
配置協会様からの寄贈
公益社団法人福岡県医薬品配置
協会様よりキズ絆創膏３００個を寄贈
いただきました。 
寄贈いただきましたキズ絆創膏は、
児童福祉施設の子どもたちに有効に
活用させていただきます。 
誠にありがとうございました。

株式会社モダンプロジェ様
からの寄贈
株式会社モダンプロジェ様より、社
会貢献の一環として、本会を通じて、
県内児童福祉施設の子どもたちに野
球観戦チケット100枚を寄贈いただ
きました。 
誠にありがとうございました。

催　し

日　時 
令和７年２月16日（日） 
10時～15時

会　場 
クローバープラザ（春日市） 

内　容 
●基調講演 
「楽しい助け合い活動！ボランテ
ィア地域活動のすすめ！～生き
がい・やりがい・楽しさ・自分発
見の生き方探し～」 
講師 
ふくしと教育の実践研究所　　 
SOLA　主宰 新崎 国広 氏 

●テーマ別分科会 
分科会Ⅰ
「子どもたちが活躍・輝く居場所」 
地域やボランティアの力で課

題解決や居場所づくりに取り組
んでいる団体の実践事例をとお
して、誰もが安心して暮らせるま
ちづくり、地域福祉について考え
ます。
分科会Ⅱ
「ボランティアと学ぶ・育む福祉体験」 
ボランティア活動・福祉体験『福

祉教育』の意義について実践報告
をとおして、ボランティア活動・福
祉体験のあり方について共に考え
ます。 
分科会Ⅲ
「ふくおか“ミライ”会議」
これからの未来を担う学生た

ちの実践報告をとおして、地域や
社会福祉協議会などの多様な関
係機関・団体とのつながりづくり
について考えます。

●おやこ“きずな”イベント
・親子で楽しめるイベント 
・防災イベント 
・読み聞かせ 
■スタンプラリー同時開催
  （小学生まで参加可）
※入場無料 
※基調講演、各分科会のみ事前申込
必要（1/31㊎まで）

ふくおかきずな
フェスティバル
の開催

募　集

介護サービスの利用にあたって、
中国帰国者の方々が少しでも安心し
て介護サービスの場に馴染んでいけ
るよう、中国語による語りかけを行う
ボランティアを募集しています。 
●活動内容  

当センターで、帰国者とボラン
ティアさんの希望等を調整し、月に
１～２回（１回あたり１時間程度）、
中国帰国者が利用するデイサービ
スセンター等を訪問し、帰国者と
お話しをします。（事前研修あり）
詳しくは下記センターにお問い合
わせ下さい

中国帰国者との語りかけ 
ボランティアの募集

 　地域・ボランティアセンター
TEL 092（584）3377
問

学生のための福祉の
就活フェスタ
in Fukuokaの開催
日　時 
令和７年３月21日（金） 
　　　　３月22日（土） 
両日ともに13時～17時 

会　場 
アクロス福岡イベントホール
（福岡市）
内　容 
●施設・事業所ＰＲタイム 
●施設・事業所と参加者との就職
説明会(１日あたり40ブース) 
２１日：児童・障がい（障がい児

含む）・保育 
２２日：高齢・障がい・複合・医

療・行政（市町村） 
●各相談コーナー

対　象
令和７年３月末卒業生、福祉の仕
事に関心のある学生 
※参加申込等についてはホーム
　ページをご覧ください 

 　福祉人材センター
TEL 092（584）3330
問

 　九州中国帰国者支援・交流センター
TEL 092（589）6667
問

送料

1～2冊　　210円
3～6冊　　430円
7冊～35冊 700円
36冊以上　930円

ホームページはこちら▶

仕　様
主な掲載内容 

本体サイズ 

特記事項

社会福祉関係法律の要点や各種相談窓口の連絡先など

縦 14cm、横 8.5㎝、厚さ1.5㎝

始まり月・終わり月：2025年1月～2026年3月(15ヶ月)

始まり曜日：月曜始まり

ページ数：450ページ

福岡県のふくしの 
情報をポケットサイズに
まとめました

①石川県
災害ボランティア
情報はこちら

②珠洲市
災害ボランティア
センター支援金
サイトはこちら
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